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動物の代謝と対⽐すると、植物の代謝の特徴は「複雑な化合物を”
合成”すること」にある。しかしながら、それ故に、植物の“分解”
代謝の重要性にはあまり⽬が向けられてこなかった（ような気がす
る）。私たちは最近、硫⻩を含む代謝産物であるグルコシノレート
とグルタチオンの”分解”経路や“分解”酵素を明らかにした [1, 2]。本
セミナーでは、植物の硫⻩代謝の⼀端を題材にして、合成vs分解、
⼀次代謝vs⼆次代謝（特化代謝）という単純な対⽐を超えた代謝産
物の多機能性についての話をしたい。
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